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Society 5.0をリードするビジョンデザイン

日立は，生活者視点の課題提起と，それらを解決する技術とサービスの例示によって，

ステークホルダーと共にSociety 5.0の具体的な姿を探索するビジョンデザイン※1）研究

を進めている。これまでデジタル社会における新しい信頼の形を示した「Future Trust」

や，地域のつながりを強くする街づくりを描いたビジョン「Fare Fund」などを，Webや

イベントで社会に発信した。

ビジョン起点の社会イノベーション実現には，課題解決に向けたエコシステム構築が重

要である。そのため，新たに日立東大ラボなど産学官であるべき社会を議論する場づくり

と，地域のステークホルダーと社会実装を進めるフューチャーリビングラボ※2）に取り組

み始めた。

今後はビジョン策定・発信と社会実装による事業構想を進めるだけでなく，国際機関へ

の提言を通してSociety 5.0の実現に貢献していく。

※1） ビジョンデザイン　http://www.hitachi.co.jp/rd/portal/highlight/vision_design/
※2） 実際に人々が生活する街の中で社会実験を重ねる，ユーザーや市民参加型の協創活動であるリビングラボを未来

志向で行うこと。

AI・デジタル活用による
NEXPERIENCEの進化

日立は，顧客協創方法論NEXPERIENCEを開発し，顧客との新サービス・新事業の協創

に取り組んできた。NEXPERIENCEは，課題分析からアイデア創出，価値評価に至る一連

のプロセスを支援する手法・ツールから成り，700件を超える適用実績がある。

近年，社会の多様化やデジタル革命の進展に伴い，社会や企業の課題は複雑になるとと

1

2

顧客協創

Vision Design

きざしを捉える

社会課題の読み解き

未来を描く 未来を語る 未来をつくる

Don’t just be smart, go beyond smart.コンセプト
スマートな先進技術ではなかなか解決できない生活者の切実な問題や， スマートな先進技術が人 に々もたらしてしまうかもしれない
新たな問題について考えるための思索的なフィクションを示す。

Society 5.0における
生活者視点の課題提起

例

デジタル社会における
新しい信頼の形を探索

Future Trust 例

鉄道がもたらす， 来訪者と地域住民
の持続的な関係構築

街づくりビジョン Fare Fund 例 例

都市データを活用したSociety 5.0の
都市のあり方を産学官で議論

地域のつながりの強化によって
地域経済の活性を狙うプロジェクト

日立東大ラボ オープンフォーラム フューチャーリビングラボ

課題を解決する
技術とサービスの例示

社会システムの
あるべき姿を議論する場づくり

未来志向の社会実装を行う
オープンイノベーション

ビジョンの例示 議論による仲間づくり パートナーとの社会実装

1 ビジョンデザインのプロセス
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もに，イノベーティブなアイデアの創生

が重要になっている。そのため，AI

（Artifi cial Intelligence）・デジタル技術

を活用し，以下の手法強化を進めてい

る。

（1）複雑な現場課題の把握のために，専

門家による遠隔調査を促進するリモート

エスノグラフィツール

（2）AIによりワークショップの議論を音

声解析し，日立の幅広い業種の課題解決

事例をレコメンドするアイデア発想支援

ツール

（3）デジタルデータを用いて都市の状況

を共有し，解決策の価値をクイックに検

証する社会シミュレータ

今後もNEXPERIENCEを進化させ，社会や顧客の課題解決に向けたイノベーション創

生に貢献していく。

遠隔資産の
ライフサイクル管理

石油・ガス，エネルギー，輸送などの資産

集約型産業では，資産を自社で所有する資産

中心のビジネス戦略から，レンタル契約や完

全請負契約を取り入れたサービス契約型のビ

ジネスモデルに変わりつつある。それには資

産管理ソリューション戦略を変えるととも

に，機器中心のポイントソリューションか

ら，オペレーション管理やサービス／ポート

フォリオ管理にまで及ぶ統合型の資産ライフ

サイクル管理ソリューションに移行する必要がある。そして，この統合型資産ライフサイ

クル管理ソリューションは，以下の3つの主要課題へ対応することが求められる。

（1）異種資産の混在と大規模な情報サイロに起因するオペレーション効率の低さ

（2）広大な遠隔地一帯に設置された資産の経年劣化による保守費用の増加

（3）安全性，セキュリティ，持続可能性に関する規制の圧力

これに対し日立の提供するソリューションは，信頼性の高いシステムを中心とした新し

い計測手法とアナリティクスを提供し，当該産業がプロダクト中心のビジネスモデルから

サービスを含んだビジネスモデルへと移行する動きに対応するものである。

これまで天然ガスの圧縮業務を請け負う大手サービス企業に対し，統合型資産ライフサ

イクル管理のコンセプト実証システムを開発し，複数のリモートコンプレッサスキッドに

おいて主な圧縮オペレーションのモニタリングと分析を実施した。

現在，機器・プロセス・技術者間のインタラクションを取り込んだ，新しいクラスの主

要パフォーマンス指標（KPI：Key Performance Indicator）の定義と開発を中心に研究を

進めている。

3
Fleet Monitoring

Multi-Event Failure Prediction

KPIs & KRIs

Asset Similarity

3 遠隔資産管理のマイクロアプリケーション

課題
分析

専門家 議論
議論

議論

リモートエスノグラフィ 業種横断アイデア発想支援

異業種知見

社会シミュレータ

顧客， パートナーコミュニティ， 先進事例生活者社会

アイデア
創出

異業種の知見活用 クイックな価値検証複雑な現場課題の把握

価値
評価

レコメンド 蓄積された
課題解決事例

協創ワークショップ

AI
音声認識AI

これどう？

2 AI・デジタル活用によるNEXPERIENCEの進化
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製造業のスマート化を顧客協創で実現する
広州Open Automation Lab.

日立（中国）研究開発有限公司が立ち上げた広州OAL（Open Automation Lab.）は，

日立電梯（中国）有限公司科学城内にあり，事業部敷地内に初めて設置したR&D

（Research and Development）部門の協創空間である。2017年12月2日に開所し，

2018年9月末時点で社内外から300名以上が来所している。

広州OALは，（1）デジタルコンテンツを活用して協創を促進するディスカッションエリ

ア，（2）デモ製造ラインを用いてOT（Operational Technology）技術を見える化する実

機デモエリア，（3）両エリアのデータを集約しOT×IT技術を分かりやすく伝えるコント

ロールエリアで構成されている。

中国市場では，顧客に対して「日立に何ができるか」を，デモなどの「具体的な形」で

提示し，素早くプロトタイプを作り，顧客と協創しながらブラッシュアップするアプロー

チが望まれる。そのため，ディスカッ

ションエリアのテレビ会議システムと

デモコンテンツ，実機ラインデモによ

り日立の技術や商材を見える化できる

環境を備えた。

現在Lumadaソリューションの広

州OALへの導入を進めており，世界

各拠点のOALや協創空間と連携しな

がらスピード感を持って中国市場でイ

ノベーションを起こしていく。

ビルエネルギー最適化ソリューション

東南アジアの国々ではその高温多湿な熱帯性気候のために，ビルのエネルギー消費が非

常に大きく，ビル内の人々の快適性を保つための空調のエネルギー消費の割合が特に大き

い。快適性を維持しつつビルのエネルギー消費を削減することが，この地域における持続

可能な都市開発と生活の質の維持のための社会的課題となっている。

シンガポール建築建設庁（BCA：Building and Construction Authority, Singapore）

は，2030年までにシンガポール内のビルの8割を低エ

ネルギー消費のビルにするという目標を設定し，この目

標に向けて日立と共に国全体のビルエネルギー消費分析

基盤を開発することを決定した。このBCAとの顧客協

創を通じて，日立はビッグデータ解析と人工知能を活用

したエキスパートレコメンデーションソリューションを

開発している。このソリューションは，経験の共有，ベ

ストプラクティス，そしてビル更改計画や省エネルギー

予測，省エネルギー技術適用時のコスト予測などのレコ

メンデーションを提供する。

この特徴的な基盤を活用して，BCAとのコラボレー

ションにより省エネルギー技術の適用を加速する先進的

サービスを創出していく。

4

5

4 広州OAL

レコメンド項目
 ・ ビル更改計画
 ・ 高エネルギー効率技術
 ・ 省エネルギー予測
 ・ コスト  ほか

ビル情報

エキスパートレコメンデーションエンジン

国全体のビルのエネルギー消費データ 各種省エネルギー技術

ビッグ
データ

5 エキスパートレコメンデーションエンジンの概要
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欧州におけるフリート管理の顧客協創

日立は，AIやML（Machine Learning）などの先進的な解析手法を用い，欧州の顧客と

共に「経費削減のためのフリート／アセット管理」の協創プロジェクトを進めている。そ

の代表的な取り組みとして，日立とStena Line社（海運会社）による「AIキャプテン」の

協創プロジェクトが挙げられる。

日立が開発したAIベースのソリューションは，複雑でダイナミックな環境条件（潮流，

水深など）を考慮に入れつつ，燃料効率が最も高くなるように船舶運航の指標（速度，推

力など）を推奨する。本ソリューションはすでに2隻の船舶で船員の運行支援を開始して

いる。その結果，AIキャプテン

により2～4％の燃料を削減可

能であるとの見込みが得られて

おり，さらに2019年1月に

Stena Line社の38隻の船舶で

検証する計画になっている。

これと並行して，日立は複数

の顧客と共に，革新的なAI/

ML技術を適用し，フリートや

機械部品などのRUL（Remaining 

Useful Life）の予知や，燃料需

要や発電計画の予測，運用効率

化によるコスト削減などに関連

した協創プロジェクトを推進し

ている。

デザイン思考による
保険×デジタルのイノベーション創生

IoT（Internet of Things）時代の到来によって，保険業界ではイノベーションの機会が

拡大している。そこでは，従来の「統計量」 に基づくリスク算出に加えて，センサーで取

得した「リアルタイムの個別データ」の活用が可能となり，革新的な新サービスが次々と

生まれつつある。

日立は，イノベーションを創生する顧客協創方法論

NEXPERIENCEで，保険会社との協創を推進している。こ

の方法論により，デザイン思考に基づく探索型のアプロー

チで，保険と日立のデジタル技術を掛け合わせた「新結合」

の創生に挑戦している。具体的には，保険と日立のリスク

予測技術を組み合わせて，事故や疾病などの予兆を把握し

て予防サービスを提供する「Proactive型保険」のコンセプ

トを創出し，次世代の医療保険や損害保険の協創を進めて

いる。

今後は，保険会社と健康増進産業などをつなぐ「リスク予防

デジタルプラットフォーム」を構築してエコシステムを広げる

とともに，医療費抑制などの社会課題の解決に挑戦する。

6

7

AI支援による船舶燃費の高効率化
目的地

環境および財政面でのサス
テナビリティを推進

距離と速度で定めた従来の進路

AI支援による進路

・ 水深
・ 天候の変化
・ エンジンの稼働数
・ 潮流に基づく進路，速度
・ 風，波に基づく進路，速度
・ 地上貨物に合わせた速度
・ 空気力学を用いた船体設計
など

AI支援により，私たちは多様な
条件下の航海における潮流，
天候，浅瀬，速度などの多くの
要因について考慮することが
できます。こういった予測は人力
では不可能でしょう。

船長，速度を1ノット減速し，
針路を1度東に変更してください。
これで6,000 kgの燃料を節約
できます。

了解。先の航海は
アシストによって2％の
削減に成功している。
信頼しているよ。

事業価値

利用可能なデータソース

Stena Line社担当者の声

日立の航海モデルについての
船長の 談話

「この1回のモデル航海で従来
の消費燃料の6分の1を節約
できました」

6 AIキャプテンの概要

Proactive型保険
医療保険

リスク予測技術

リスク予防デジタルプラットフォーム

損害保険

保険会社健康増進
産業

日立
NEXPERIENCE

年齢 問診
データ

医
療
費

7 保険×日立のデジタル技術によるイノベーション創生
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ブロックチェーンを活用した
サプライチェーンファイナンス

サプライチェーンの構造は，最終製品メーカーを頂点とした従来のピラミッド型から，

市場のニーズによって柔軟に組み換わる水平型への転換が進行している。このような中，

オープンかつセキュアな取引を実現するブロックチェーン技術を活用することにより，ト

レーサビリティの確保や中小企業の取引活性化といったサプライチェーン領域における社

会課題を解決することが期待されている。

日立は，サプライチェーンにおける商流・金流の情報をブロックチェーン上でセキュア

に共有することにより，調達・経理業務の抜本的な効率化や，生産・販売計画の意思決定

迅速化を実現するプロトタイプを開発し，自社サプライチェーンでの実証を進めている。

また，これらの情報をリアルタイムなモニタリング情報として活用することにより，中小

企業の資金需要に適切かつ迅速に対応する新たなファイナンスサービスの開発を，銀行と

の協創を通じて進めている。

今後は，これらのサービスの社会実装を推進し，産業分野における社会課題の解決に寄

与するプラットフォームサービスの実現をめざす。

ブロックチェーンベースの金融公証サービス

公証サービスは，数百年にわたりデータ，特定の事実，あるいは法律関係の独立した立

証を行ってきたが，公証はしばしば，契約署名や記録物の公な証明として用いられ，私的

個人や企業，政府が真実を互いに共有できるよう保証している。デジタル時代に突入した

現代において，この公証という概念そのものは形骸化してしまったようにも思える。とは

いえ，金融機関や民間企業にとって，制度や法令などの順守がこれほど重要で複雑化した

ことは未だかつてなかったことも事実である。

日立はブロックチェーン技術にその解決の糸口を見い出し，デジタル公証サービスの構

築と新しいビジネスの創出をめざしている。

Hyperledger＊などのブロックチェーン技術は，データセットとそのデータのハッシュ

の両者間を結びつけ，時を経てもデータ変更がなされていないことを証明するために役立

8

9

意思決定迅速化

商流情報

金流情報

販売
計画

検収
納品

EDI EDI

スマートコントラクト

スマートコントラクト

EDI

P/O

連携

決済

決済

決済

P/O P/O

バイヤー

調達 営業 製造 調達

経理

口座

銀行

口座

経理

調達 調達

口座

サプライヤ（Tier1） サプライヤ（Tier2） サプライヤ（Tier3）

生産
計画

スマートコントラクトによる
業務連携自動化

タイムリーで効果的なファイナンス
ーサプライチェーンファイナンスー

商流BC

金流BC 決済

在庫
管理

8 サプライチェーンファイナンス

注：略語説明　BC（Blockchain），P/O（Purchase Order），EDI（Electronic Data Interchange）
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つ。あるデータがそのオリジナルデータと暗号学的

ハッシュを別個に備えているとすれば，いつでも，

データとそのデータのハッシュ処理の出力を比較し，

データが変更されていないことを数学的に示すことが

できる。将来のデータのハッシュを計算することは，

自動的に過去のデータのハッシュ値を取り入れ，デー

タを長期に渡ってリンクすることとなる。

ブロックチェーンシステムのもう一つの特徴は，分

散管理が可能なことである。データの保全を確実にす

るために，データの証明となるハッシュは複数のノー

ドやシステムのインスタンスに即座にコピーされる。これらのノードそれぞれを異なる企

業が管理できる。こういったシステムを備えるネットワークでは，さまざまな企業のデー

タを保管することができ，このネットワークはすべての証明を確実に保全することに役立

つ。これらのハッシュはデータの証明のみを行うものであるため，デジタル公証サービス

は機密であるオリジナルデータを実際に所持せずともこういった「証明」のコピーを保管

することができる。

金融イノベーションラボでは，こういったシステムの開発と，独立した監査役や調整役

としてこれらの公証のようなサービスを運営することの両方に，ビジネスの機会があると

考えている。従来の公証サービスとは異なり，取引の詳細を現実に目にする必要なく，そ

の取引を証明することが可能となるので，このシステムの利用者は，高度な機密性と安全

性をもってデータを保持することができる。

（日立アメリカ社）

＊は「他社登録商標など」（158ページ）を参照

置き去り荷物対策ソリューション

近年，空港・鉄道などでは爆発物などによるテロの懸

念から，施設内に置き去られた荷物への対処が問題と

なっている。場合によっては施設閉鎖，避難が必要なた

め，置き去り荷物の即時検知，置き去った人物の確保が

求められている。従来，これらの運用は保安職員が人手

で行っていたため，監視不行き届きやコスト増大が課題

となっていた。

日立は2017年から欧州の空港と共に，AIによる映像解析技術を活用したパブリックセ

キュリティの実現をめざして実証実験（PoC：Proof of Concept）を進めてきた。この中

で空港の監視カメラ映像を使った置き去り物の自動検知，および人物の外見的特徴に着目

した検索・追跡技術とを統合し，空港のセキュリティ運用のデジタライゼーションを提案

してきた。

実際の空港でインシデントを再現した実験では，80％を超える自動検知・人物追跡成功

率を達成し，顧客より高い評価を得た。顔認証などの個人識別に拠らない本ソリューショ

ンは，天井設置型カメラのような顔を正面から写すことが困難な環境や，プライバシーの

侵害リスクを伴う公共エリアに特に適している。また，監視カメラなどの既存の設備を活

用して，空港全域の監視および対象人物の追跡を低コストかつ迅速に実現できる。本ソ

リューションは，乗り遅れ乗客，迷子，紛失物の捜索などにも応用が期待される。

10

ワンストップの窓口 ・ データ検証
・ ネットワーク管理

A
B

日立

C

日立

企業A
企業B

企業C

申込書

申込書

ユーザー／提出者

ユーザー／提出者

所有する情報の
確認と管理が可能

A
B

ブロックチェーンベースの
金融公証サービス

ハッシュ
化デ

ータ
の
共
有

合意

9 ブロックチェーンベースの金融公証サービス

10 人物の外見的特徴に着目した検索・追跡画面
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健康寿命延伸に貢献する中国健康養老ソリューション

急速な高齢化が進む中国では，養老介護体制の整備が急務となっている。特に「失能（寝

たきり）・失智（認知症）」への対応は大きな課題となっている。日立は「高齢者の自立支

援を促し，健康寿命を延ばす」というコンセプトのもと，専門介護人材不足に悩む中国養

老介護サービス事業者に向けたソリューションの提供をめざしている。

日立グループが日本国内で有する高齢者向け医療・介護サービスの提供経験やノウハウ

を基に，さらに，光トポグラ

フィ技術，磁気センサー型指

タッピング装置，ステレオカメ

ラなどの先端計測技術やデータ

分析技術などの各種IoT技術を

活用することで，事業者のサー

ビス品質と効率を向上させ，高

齢者の失能・失智予防，悪化防

止に寄与するDCM（Digital 

Care Management）ソリュー

ションの開発を進めている。こ

れまでに，高齢者施設での実証

実験や展示会出展などを通じ

て，中国市場での期待の高さを

確認できた。

今後は早期事業化に向けた取

り組みを進め，中国における高

齢者の生活品質向上と社会保障

費低減に貢献していく。

インドにおける教育QoLの向上「Digital India」

「Digital India」政策により，行政サービスを電子化する「e-Governance」や教育関連

サービスを電子化する「e-Education」など，インドでは急速なデジタル化が進んでいる。

日立インド社と日立コンサルティング社は，顧客

協創方法論「NEXPERIENCE」を適用したワーク

ショップを通じて，「Digital India」政策に貢献する

ソリューションの創生に取り組んできた。同ワーク

ショップでは先進国と比較した場合の教育QoL

（Quality of Life）という社会課題に着目し，保護者

フィードバックと連動した教師の評価サービスや，

安全な登下校を実現する生徒見守り型送迎サービス

などのソリューションアイデアを創生した。

今後は，ソリューションアイデアのプロトタイピ

ング，現地顧客とのPoC活動を進め，社会実装を

進める予定である。

11

12

ユーザーの
価値

顧客の
価値

病院

マーケティング
勧誘

現状把握

医療データ 養老データ 生活データ

変調予測 介入効果予測

個人別ケアプラン，
トレーニングプラン

転倒／認知症
リスク

関連サービス
リコメンド

DCM

養老施設 在宅

日立の
ソリューション

・ 診療成績向上
・ 受診者増

・ 介護サービス向上　・ 事故防止
・ 入居者増　・ 関連事業収入増

MRI,
FDG-PET,
MMSE

光トポグラフィ
技術※1）

磁気センサー型
指タッピング装置※2）

ステレオ
カメラ（2D／3D） 活動量計，

在宅センサーなど

・ ケア品質向上
・ 利用者増

健康寿命延伸 生活品質向上

11 中国高齢者向けソリューション全体像

注：略語説明ほか　 MRI（Magnetic Resonance Imaging），
FDG-PET（Fludeoxyglucose-positron Emission Tomography），
MMSE（Mini-mental State Examination）

※1）株式会社NeU HOT-1000
※2）マクセル株式会社 試作品（非医療機器）

12 NEXPERIENCEワークショップによるアイデア創生



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


